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1. 主な洪水と治水対策■日野川流域では、過去から度重なる洪水被害に見舞われ、昭和年代に入ってからも昭和9年9月（室戸台風）、昭和20年9月（枕崎台風）等により、甚大な被害が発生している。■昭和9年9月洪水（室戸台風）を契機に、昭和35年に直轄河川改修計画が策定され、この計画をもとに昭和36年から直轄事業として本格的な改修に着手するとともに上流の菅沢ダム計画を含めた治水計画が策定された。その後、日野川は昭和42年に、法勝寺川は昭和47年に直轄管理区間に指定され、昭和43年2月には、従来の治水計画を踏襲した工事実施基本計画が策定された(平成元年 計画改訂）。平成21年3月に計画高水流量、河川工事及び河川の維持についての基本となるべき方針に関する事項を定めた河川整備基本方針を策定した。洪水名（成因） ピーク流量 被 害日野川（車尾） 法勝寺川（福市）明治19年9月（台風） 5,100～6,100m3/s 780～930m3/s 死者：76名、浸水家屋：約2,800戸明治26年10月（台風） 3,500m3/s 不明 浸水家屋：約2,119戸大正7年9月（台風） 3,200m3/s(推定値） 550m3/s（推定値） 浸水家屋：4,000戸、日野川芝田(福市)堤防・法勝寺川兼久堤防60間決壊昭和9年9月（室戸台風） 3,100m3/s（推定値） 不明 死者：75名、浸水家屋：約3万戸(県内全域)、2,390戸（流域内）昭和20年9月（枕崎台風） 3,200m3/s（推定値）戦後最大洪水 335m3/s（推定値） 1)死者：6名、浸水家屋：445戸(床上)、1,802戸(床下)、田畑：約5,400町歩昭和34年9月（伊勢湾台風） 2,052m3/s（推定値） 370m3/s （推定値）戦後最大洪水昭和昭和昭和昭和35353535年年年年 直轄河川改修計画直轄河川改修計画直轄河川改修計画直轄河川改修計画をををを策定策定策定策定 基本高水流量基本高水流量基本高水流量基本高水流量：：：：4,300m4,300m4,300m4,300m3333/s/s/s/s 計画高水流量計画高水流量計画高水流量計画高水流量：：：：4,000m4,000m4,000m4,000m3333/s/s/s/s昭和昭和昭和昭和42424242年年年年 工事実施基本計画工事実施基本計画工事実施基本計画工事実施基本計画のののの策定策定策定策定 基準地点基準地点基準地点基準地点：：：：車尾車尾車尾車尾（（（（1/601/601/601/60年年年年）））） 基本高水流量基本高水流量基本高水流量基本高水流量：：：：4,300m4,300m4,300m4,300m3333/s/s/s/s 計画高水流量計画高水流量計画高水流量計画高水流量：：：：4,000m4,000m4,000m4,000m3333/s/s/s/s※※※※既定計画既定計画既定計画既定計画（（（（昭和昭和昭和昭和35353535年年年年））））をををを踏襲踏襲踏襲踏襲昭和47年7月（梅雨前線） 1,801m3/s（実績値） 321m3/s（推定値） 2)浸水家屋：265(床上)、2,821戸(床下)、浸水面積：360ha平成元年工事実施基本計画平成元年工事実施基本計画平成元年工事実施基本計画平成元年工事実施基本計画のののの改定改定改定改定 基準地点基準地点基準地点基準地点：：：：車尾車尾車尾車尾（（（（1/1001/1001/1001/100年年年年）））） 基本高水基本高水基本高水基本高水のピークのピークのピークのピーク流量流量流量流量：：：：6,100m6,100m6,100m6,100m3333/s /s /s /s 計画高水流量計画高水流量計画高水流量計画高水流量：：：：4,600m4,600m4,600m4,600m3333/s/s/s/s※※※※流域流域流域流域のののの社会的社会的社会的社会的、、、、経済的発展経済的発展経済的発展経済的発展にににに鑑鑑鑑鑑みみみみ計画規模計画規模計画規模計画規模をををを1/1001/1001/1001/100とするとするとするとする計画計画計画計画にににに改定改定改定改定平成10年10月（台風） 1,587m3/s（実績値） 318m3/s（実績値） 2)浸水家屋：6戸(床下)、浸水面積：13ha平成18年7月（梅雨前線） 2,333m3/s（実績値） 173m3/s（実績値） 2)浸水家屋：1戸(床上)、32戸(床下)、浸水面積：35ha平成平成平成平成21212121年年年年3333月月月月 河川整備基本方針河川整備基本方針河川整備基本方針河川整備基本方針のののの策定策定策定策定 基準地点基準地点基準地点基準地点：：：：車尾車尾車尾車尾（（（（1/1001/1001/1001/100年年年年）））） 基本高水基本高水基本高水基本高水のピークのピークのピークのピーク流量流量流量流量：：：：5,100m5,100m5,100m5,100m3333/s /s /s /s 計画高水流量計画高水流量計画高水流量計画高水流量：：：：4,600m4,600m4,600m4,600m3333/s/s/s/s平成23年9月（台風） 2,517m3/s（実績値） 317m3/s（実績値） 2)浸水家屋：7戸（床上）、17戸（床下）、浸水面積：60ha等注1)：県全域の被害数量注2)：流域内の被害数量出典 T9年洪水：米子市史誌（米子市）、S9年洪水：河川災害史調査（国土交通省）、S20年洪水：米子市史（米子市）
S47年洪水：昭和四七年七月豪雨災害史（国土交通省）、H10年洪水～H23年洪水：日野川河川事務所資料
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2. 明治～昭和初期の洪水■文献(河川災害史調査)や聞き取り調査等からはん濫エリアが確認されている明治～昭和初期にかけての主な洪水には、明治19年9月洪水、明治26年10月洪水、大正7年9月洪水、昭和9年9月洪水がある。日野川では右岸の浸水が大きく、法勝寺川では左岸の浸水が米子市の中心市街地まで広がっている。

昭和昭和昭和昭和9999年年年年9999月洪水月洪水月洪水月洪水によりによりによりにより落橋落橋落橋落橋（（（（日野町根雨付近日野町根雨付近日野町根雨付近日野町根雨付近；；；；第三日野川根雨鉄橋第三日野川根雨鉄橋第三日野川根雨鉄橋第三日野川根雨鉄橋))))日野川日野川日野川日野川

昭和昭和昭和昭和9999年年年年9999月洪水月洪水月洪水月洪水によるによるによるによる法勝寺川法勝寺川法勝寺川法勝寺川のののの濁流濁流濁流濁流

昭和昭和昭和昭和20202020年年年年9999月洪水月洪水月洪水月洪水によりによりによりにより落橋落橋落橋落橋((((江府町洲河崎江府町洲河崎江府町洲河崎江府町洲河崎：：：：洲河崎橋梁洲河崎橋梁洲河崎橋梁洲河崎橋梁））））すがさき

大正大正大正大正7777年年年年9999月洪水月洪水月洪水月洪水によりによりによりにより落橋落橋落橋落橋（（（（米子市米子市米子市米子市：：：：法勝寺川兼久橋法勝寺川兼久橋法勝寺川兼久橋法勝寺川兼久橋））））かねひさばし
4k

明治19年 9月洪水浸水区域 同洪水破堤及び越流箇所明治26年10月洪水浸水区域 同洪水破堤及び越流箇所大正 7年 9月洪水浸水区域 同洪水破堤及び越流箇所昭和 9年 9月洪水浸水区域 同洪水破堤及び越流箇所
法勝寺川法勝寺川法勝寺川法勝寺川 日野川日野川日野川日野川

米子市中心市街地米子市中心市街地米子市中心市街地米子市中心市街地 0k

2k日野川日野川日野川日野川

法勝寺川法勝寺川法勝寺川法勝寺川 法勝寺川法勝寺川法勝寺川法勝寺川
出典 『日野川河川事務所のあゆみ』（日野川河川事務所）

出典 『日野川河川事務所のあゆみ』（日野川河川事務所）出典 『日野川今昔写真集』（立花書院）ひのがわいまむかし

出典 『日野川今昔写真集』（立花書院）ひのがわいまむかし
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3. 近年の主な洪水■法勝寺川沿川では、昭和47年7月洪水、平成10年10月洪水、平成18年7月洪水、平成23年9月洪水等により内水浸水被害が頻発している。

昭和47年7月洪水による内水被害状況
米子市青木地区米子市青木地区米子市青木地区米子市青木地区
南部町境地区南部町境地区南部町境地区南部町境地区 平成10年10月洪水による内水被害状況

①①①①
②②②②日野川法勝寺川①①①①②②②② ⑨⑨⑨⑨⑦⑦⑦⑦2k ⑤⑤⑤⑤ ⑥⑥⑥⑥

伯耆町大江伯耆町大江伯耆町大江伯耆町大江
⑥⑥⑥⑥

米子市青木地区米子市青木地区米子市青木地区米子市青木地区小松谷川小松谷川小松谷川小松谷川⑦⑦⑦⑦平成18年7月洪水による日野川の濁流
平成18年7月洪水による内水被害状況

⑧⑧⑧⑧
伯耆町溝口伯耆町溝口伯耆町溝口伯耆町溝口

平成23年9月洪水による日野川の濁流

⑧⑧⑧⑧

伯耆町上細見伯耆町上細見伯耆町上細見伯耆町上細見
⑨⑨⑨⑨

平成23年9月洪水による内水被害状況米子市青木地区米子市青木地区米子市青木地区米子市青木地区

⑩⑩⑩⑩

⑩⑩⑩⑩

③③③③④④④④
米子市青木地区米子市青木地区米子市青木地区米子市青木地区⑤⑤⑤⑤

平成10年10月洪水による日野川の濁流
伯耆町上細見伯耆町上細見伯耆町上細見伯耆町上細見③③③③
伯耆町立岩伯耆町立岩伯耆町立岩伯耆町立岩④④④④

平成18年7月洪水による浸水範囲小松谷川小松谷川小松谷川小松谷川法勝寺川法勝寺川法勝寺川法勝寺川 法勝寺川法勝寺川法勝寺川法勝寺川 小松谷川小松谷川小松谷川小松谷川平成23年9月洪水による浸水範囲
⑦⑦⑦⑦ ⑩⑩⑩⑩
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4. 堤防の整備状況■直轄管理区間の堤防整備状況は、堤防整備必要延長(両岸の延長)49.3kmのうち完成堤防が37.6km(約8割)。（平成23年3月時点）■未完成の堤防延長は11.7km(約2割)であり、局所的に無堤区間も存在する。■浸透に対する堤防の安全性の調査を平成21年度末までに実施した。その結果、管理区間延長の約4割の区間で対策が必要である。堤防の整備状況

堤防整備状況模式図
堤防詳細点検（浸透に対する安全性の調査）の実施状況

右岸左岸
右岸左岸

【堤防の整備状況：日野川本川】
【堤防の整備状況：法勝寺川】

完成堤防 暫定HWL以上 暫々定堤防 無堤 堤防不要区間
完成堤防 暫定HWL以上 暫々定堤防 無堤 堤防不要区間

日野川の無堤区間
◎◎◎◎ 11k0 

11k0  ◎◎◎◎
◎◎◎◎ 10k0 10k0  ◎◎◎◎ 日野川 法勝寺川の無堤区間◎◎◎◎ 7k2 

7k2  ◎◎◎◎
◎◎◎◎ 7k6 

7k6  ◎◎◎◎
16k

2k

10k ※対策範囲については整理中

 凡例(浸透による堤防の安全性)  ：要対策区間 ：対策不要区間 ：安全性照査不要区間 ：対策済み ：山付け 
強化後の浸潤面強化後の浸潤面強化後の浸潤面強化後の浸潤面 ドレーン工ドレーン工ドレーン工ドレーン工強化前の浸潤面強化前の浸潤面強化前の浸潤面強化前の浸潤面堤脚水路堤脚水路堤脚水路堤脚水路浸透に対する堤防補強のイメージ
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大江川清山川別所川大川
米子大橋日野川堰管理橋

法勝寺川日野川鉄橋(JR)
日野橋新日野橋皆生大橋

佐野川堰尾高堰五千石堰蚊屋堰日野川堰車尾床止01,0002,0003,0004,0005,0006,0007,000

0km 2km 4km 6km 8km 10km 12km 14km 16km→河口からの距離

流下能力（m3/s） 洪水を安全に流すことのできる流量計画高水流量戦後最大洪水流量（昭和20年9月洪水）
　　　　流下能力不足

5. 現状の治水安全度（日野川の流下能力）■日野川では直轄管理区間に４箇所の固定堰と可動堰である日野川堰がある。■下流に位置する車尾床止を除く他の固定堰は河積を阻害し、流下能力不足の一要因となっている。■河道内の土砂堆積や樹木繁茂は河積を阻害し、流下能力不足の一要因となっている。日野川

蚊屋堰蚊屋堰蚊屋堰蚊屋堰

五千石堰五千石堰五千石堰五千石堰
尾高堰尾高堰尾高堰尾高堰
佐野川堰佐野川堰佐野川堰佐野川堰

・固定堰、土砂堆積、河道内樹木の繁茂による河積阻害が要因

日野川における土砂堆積・樹木繁茂区間
15k0 ◎◎◎◎ ◎◎◎◎15k0

16k0 ◎◎◎◎ 16k0◎◎◎◎
樹木繁茂土砂堆積

戦後最大流量に対する流下能力不足区間に位置する固定堰◎◎◎◎◎◎◎◎
11k011k0

◎◎◎◎◎◎◎◎ 14k4
14k4

◎◎◎◎◎◎◎◎17k0 17k0

4,600m3/s

4,000m3/s
3,800m3/s 3,700m3/s

3,200m3/s
2,900m3/s 2,800m3/s 2,700m3/s(可動化済み） (一部可動化済み）(Ｓ53年設置) (Ｈ６年設置) (Ｓ46年設置) ごせんごく(Ｓ13年設置) おだか (Ｓ14年設置) さのがわ(設置年不明)かやひのがわくずも
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米子大橋戸上水源池水管橋工水水管橋 安養寺橋安養歩道橋
兼久橋小松谷川

新青木橋第一青木橋 大袋橋 東光寺橋 明枝橋 坂根橋 天津橋 福成橋歩道橋福成橋 阿賀橋絹屋川大国橋原 橋 倭 橋 宮の前橋宮の前橋歩道橋城山橋
法勝寺川堰 四ヶ村堰 三ヶ堰 四ヶ堰 二ヶ堰 河原田堰 七ヶ堰 足堰 小原堰 五ヶ堰 藤歩堰0100200300

400500600700
800900

0km 1km 2km 3km 4km 5km 6km 7km 8km 9km 10km 11km→日野川合流点からの距離

流下能力（m3/s） 洪水を安全に流すことのできる流量計画高水流量戦後最大洪水流量（昭和34年9月洪水）
　　　　流下能力不足

5. 現状の治水安全度（法勝寺川の流下能力）■法勝寺川では直轄管理区間に10箇所の固定堰と可動堰である法勝寺川堰がある。固定堰は河積を阻害し、流下能力不足の一要因となっている。■河道内の土砂堆積や樹木繁茂は河積を阻害し、流下能力不足の一要因となっている。

藤歩堰藤歩堰藤歩堰藤歩堰

法勝寺川法勝寺川法勝寺川法勝寺川
四ヶ村堰四ヶ村堰四ヶ村堰四ヶ村堰

法勝寺川

・固定堰、土砂堆積、河道内樹木の繁茂による河積阻害が要因

四四四四ヶヶヶヶ村堰村堰村堰村堰 法勝寺川における土砂堆積・樹木繁茂区間

4k0 ◎◎◎◎ ◎◎◎◎4k0

◎◎◎◎◎◎◎◎ 5k05k0土砂堆積樹木繁茂

戦後最大流量に対する流下能力不足区間に位置する代表的な固定堰
◎◎◎◎2k0

小松谷川小松谷川小松谷川小松谷川

◎◎◎◎◎◎◎◎
10k4

10k4

780m3/s

580m3/s

470m3/s

370m3/s

290m3/s
230m3/s

青木地区では固定堰の堰上げにより内水被害が発生（H23.9洪水）

(可動化済み）(Ｓ62年設置) (Ｓ28年設置)0km 1km 2km 3km 4km (Ｓ28年設置) 5km 6km 7km 8km 9km 10km 11km(設置年不明) かわらだ(Ｓ36年設置)(Ｓ12年設置) ななか (Ｓ42年設置)ごか(設置年不明)(設置年不明)(設置年不明) (Ｓ42年設置)ほっしょうじがわ しかそん さんか よんか にか たし おばら とうぶ
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6. 土砂動態の現状と課題

ダム堆砂の進行ダム堆砂の進行ダム堆砂の進行ダム堆砂の進行■現状ではダムの機能に支障は発生していないが、今後、大規模な出水に伴う堆砂の進行が懸念される。
日野川上流域の地質地質地質地質は主に風化花崗岩類風化花崗岩類風化花崗岩類風化花崗岩類

土砂災害の発生土砂災害の発生土砂災害の発生土砂災害の発生■大山山頂部付近には大規模な崩壊地があり、たびたび土砂流出が発生している。
砂防施設の下流河道への影響砂防施設の下流河道への影響砂防施設の下流河道への影響砂防施設の下流河道への影響■不透過型砂防堰堤がまだ多く存在する。大山山頂部の崩壊地

大山流域の地質地質地質地質は主に安山岩類安山岩類安山岩類安山岩類
海岸侵食海岸侵食海岸侵食海岸侵食■かんな流しの終焉とともに海岸線の後退が開始。海岸保全施設の整備やサンドリサイクル等により、現在は汀線を維持している。土砂堆積（港湾埋没）土砂堆積（港湾埋没）土砂堆積（港湾埋没）土砂堆積（港湾埋没）■西向きの沿岸流により港湾施設での堆砂が発生している。

土砂堆積土砂堆積土砂堆積土砂堆積、、、、砂州の樹林化砂州の樹林化砂州の樹林化砂州の樹林化■河道横断形状が変化し澪筋の固定化と砂州の樹林化に伴い流下能力が減少した。植生域では土砂が捕捉され、海岸への供給土砂量が減少した。
局所洗掘局所洗掘局所洗掘局所洗掘、、、、河床材料の変化河床材料の変化河床材料の変化河床材料の変化■澪筋の固定化により堤防際で局所洗掘、河床材料の粗粒化が発生している。日野川9.0k(伯耆町岸本付近)の斜め写真（H17.6撮影）

皆生海岸の砂浜は主に花崗岩質砂花崗岩質砂花崗岩質砂花崗岩質砂 日野川流域・幹川流路延長77km・流域面積870km2

050100150200250300
S43 S48 S53 S58 S63 H05 H10 H15 H20堆砂量(万m3) ダム堆砂量計画堆砂量計画堆砂容量
菅沢ダムの堆砂量（浚渫後の実測値）

海岸域海岸域海岸域海岸域

ダム域ダム域ダム域ダム域 砂防域砂防域砂防域砂防域

河道域河道域河道域河道域

河口閉塞河口閉塞河口閉塞河口閉塞■河口砂州が存在し、大規模洪水時にフラッシュされているが、数か月で砂州は復元する。河口域河口域河口域河口域

■砂防域では、大山山頂部からの土砂流出の発生、砂防施設による下流への流出土砂量の減少が生じている。■ダム域では、貯水池内の堆砂が進行している。■河道域では、砂州の植生域への土砂堆積や樹林化による流下能力の減少、みお筋部の局所洗掘が発生している。■河口域では、大規模な河口砂州が発達し、流下能力確保のための維持掘削が必要となっている。■海岸域では、海岸侵食や西向きの沿岸流による港湾施設での堆砂が発生している。
日野川国道181号伯耆橋 ◎◎◎◎◎◎◎◎9k0
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7. 水利用の現状・既往の渇水状況■日野川の水利用は、発電が約83%を占め、発電以外では約90%を農業用水が占める。弓浜半島へは日野川・法勝寺川から米川用水により導水している。■菅沢ダム（S43完成）、賀祥ダム（H元完成）、朝鍋ダム（H17年完成）により農業用水等の用水の安定供給を行っているが、近年も昭和48年、昭和53年、昭和57年、平成6年、平成17年、平成19年、平成21年と渇水が発生した。■基準地点車尾における昭和37年～平成22年(49年間)の1/10渇水流量は約1.0m3/sであり、流水の正常な機能を維持するための必要流量（通年で概ね6.0m3/s）は確保できていない。
水利用の割合（許可水利権取水量）出典：許可水利権については、「水利使用規則（平成20年3月31日現在）」の集計結果をもとに「水利現況調書（平成23年1月31日）」で変更があった水利権を修正。慣行水利権については、「届出書（平成20年3月31日現在）」を集計 米川用水米川用水米川用水米川用水（米子市）（米子市）（米子市）（米子市） 米川用水 流域界日野川流域日野川流域日野川流域日野川流域弓浜半島へのかんがい用水

農業用水農業用水農業用水農業用水
22.6m3/s

15.5%
工業用水工業用水工業用水工業用水
3.1m3/s

2.1%発電用水発電用水発電用水発電用水
119.8m3/s

82.1%

上水道用水上水道用水上水道用水上水道用水
0.3m3/s

0.2%

その他用水その他用水その他用水その他用水
0.1m3/s

0.1%

水利用の現状

渇水による近年の取水制限状況
既往の渇水

車尾床止車尾床止車尾床止車尾床止
車尾床止車尾床止車尾床止車尾床止渇水時と平常時の比較

(3.0k付近の状況)

渇水時
平常時

平成17年6月 流況・昭和48年～平成21年の37年間に6回の取水制限を伴う渇水が発生。いずれも米川用水等の水不足が生じたが、「日野川水系水利用協議会」での利水者間の調整により、大きな被害には至っていない。 3k0◎◎◎◎ ◎◎◎◎ 3k0

◎◎◎◎ ◎◎◎◎3k0 3k0 車尾地点の渇水流量※1/10渇水流量：10年に１回程度の渇水年における渇水流量のこと。車尾地点の場合、昭和37年～平成22年までの欠測年を除く41年間のうち最小値から第4位の流量。
02468

101214
S37 S39 S41 S43 S45 S47 S49 S51 S53 S55 S57 S59 S61 S63 H2 H4 H6 H8 H10 H12 H14 H16 H18 H20 H22渇水流量(m3 /s) 正常流量約6.0m3/s

1/10渇水流量 約1.0m3/s

菅沢ダム完成
(昭和43年)

賀祥ダム完成
(平成元年)

朝鍋ダム完成
(平成16年)

欠測 欠測 欠測 欠測欠測
(年)

実施日数（日）昭和48年 S48.07.23 ～ S48.08.25 34昭和53年 S53.08.04 ～ S53.08.06 3昭和57年 S57.07.03 ～ S57.07.06 3平成17年 H17.06.08 ～ H17.07.01 24平成19年 H19.05.19 ～ H19.07.01 44平成21年 H21.05.29 ～ H22.06.22 25
年次 取水制限実施期間

農業用水の水利用の割合
弓浜半島弓浜半島弓浜半島弓浜半島
2,200ha

31%

日野川流域内日野川流域内日野川流域内日野川流域内
3,900ha

56%

13%日野川流域外日野川流域外日野川流域外日野川流域外
900ha日野川流域外のかんがい面積は、直轄管理区間から流域外へ送水される取水堰のかんがい面積を集計した。
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8. 魚類等の移動の連続性・産卵環境■日野川本川の堰は魚道が整備され、移動の連続性が確保されており、車尾床止下流にはアユの産卵場がある。■法勝寺川では魚道が設置されていない固定堰が多く、遡上が困難になっている可能性がある。

日野川の横断構造物と魚道の設置状況
凡凡凡凡 例例例例堰堰堰堰堰名堰名堰名堰名橋梁橋梁橋梁橋梁橋梁名橋梁名橋梁名橋梁名魚道が設置されていない堰魚道が設置されていない堰魚道が設置されていない堰魚道が設置されていない堰直轄管理区間直轄管理区間直轄管理区間直轄管理区間

魚類等の遡上環境

法勝寺川の横断構造物と魚道の設置状況
日野川におけるアユ等の主な産卵場

(車尾床止下流)

四ヶ村堰四ヶ村堰四ヶ村堰四ヶ村堰 四ヶ堰（法勝寺川）の状況
車車車車尾尾尾尾床床床床止止止止3k0 ◎◎◎◎ ◎◎◎◎3k0 国道９号国道９号国道９号国道９号 新日野橋新日野橋新日野橋新日野橋日野川鉄橋（ＪＲ）日野川鉄橋（ＪＲ）日野川鉄橋（ＪＲ）日野川鉄橋（ＪＲ）

◎◎◎◎ 2k0 

魚道はなく、落差も大きい魚道はなく、落差も大きい魚道はなく、落差も大きい魚道はなく、落差も大きいため、遡上が困難になってため、遡上が困難になってため、遡上が困難になってため、遡上が困難になっている可能性がある。いる可能性がある。いる可能性がある。いる可能性がある。

2k0 ◎◎◎◎

車尾床止左岸の魚道(黒い影はアユの遡上である）

車尾床止車尾床止車尾床止車尾床止

凡凡凡凡 例例例例堰堰堰堰堰名堰名堰名堰名橋梁橋梁橋梁橋梁橋梁名橋梁名橋梁名橋梁名魚道が設置されていない堰魚道が設置されていない堰魚道が設置されていない堰魚道が設置されていない堰直轄管理区間直轄管理区間直轄管理区間直轄管理区間
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9. 日野川・法勝寺川の河道変遷■日野川・法勝寺川とも昭和23年時点では、河道内全域で砂州の形成が確認されるが、昭和59年時点では、樹木等の植生が繁茂している。■平成12年時点では、樹木等の植生の繫茂により樹林化し、みお筋が固定化されてきている。日野川 法勝寺川6.0k～9.0k

平成12年 ■樹木等の植生の繫茂により樹林化し、みお筋が固定化されてきている
堤防・護岸は完成6.0k 7.0k

昭和59年 ■河道内の砂州に植生の繁茂が確認できる6.0k 7.0k

昭和23年 ■河道内には砂礫の砂州が確認できる6.0k 7.0k 3.0k～6.0k昭和23年
昭和59年
平成12年

■単列の交互砂州が確認される
■河道内の砂州に植生の繁茂が確認できる一方で、河道内砂州が一部残っている

■樹木等の植生の繫茂により樹林化し、みお筋が固定化されてきている
4.0k下流は堤防・護岸は完成

3.0k
3.0k
3.0k

4.0k
4.0k
4.0k

5.0k
5.0k
5.0k

6.0k
6.0k
6.0k
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10. 維持管理の現状と課題■維持管理にあたっては、維持管理の目標や実施内容を設定した「河川維持管理計画」を平成24年3月に策定している。■大規模な出水が少なく、砂州の陸域化が生じている。そのため、みお筋の固定化、中州の樹木繁茂が生じ、河積不足の一因となっている。■冬季における日本海の波浪により河口部に砂州が堆積している。洪水時に砂州フラッシュされるきっかけとなる砂州掘削を出水期前に実施している。■堤防・護岸、樋門・排水機場等の河川管理施設の老朽化が進んでおり、施設の機能維持のための効果的な維持管理が急務となっている。

立岩地区の樹木伐採
③③③③ ③③③③
樹木伐採前樹木伐採前樹木伐採前樹木伐採前((((日野川日野川日野川日野川10101010....2222kkkk付付付付)))) 樹木伐採後樹木伐採後樹木伐採後樹木伐採後((((日野川日野川日野川日野川10101010....2222kkkk付付付付))))

日野川米子大橋付近(5.0k付近）の樹木繁茂状況③③③③

①①①①
②②②②

■河道流下断面の確保・河床低下対策・定期的または出水後に行う縦横断測量あるいは点検等の結果を踏まえ、流下能力の変化、河床の変化、樹木の繁茂状況を把握し、河川管理上の支障となる場合には河道掘削、樹木伐開等の適切な対策を実施している。・樹木伐開の重点箇所は、「樹木伐採計画」を策定し、計画的に実施している。 ①①①①②②②②②②②② 日野川堰日野川堰日野川堰日野川堰国道９号（米子バイパス）国道９号（米子バイパス）国道９号（米子バイパス）国道９号（米子バイパス） 米子大橋米子大橋米子大橋米子大橋法勝寺川堰法勝寺川堰法勝寺川堰法勝寺川堰法勝寺川法勝寺川法勝寺川法勝寺川
4k0  ◎◎◎◎

5k0  ◎◎◎◎ ◎◎◎◎ 5k0

6k0 ◎◎◎◎ ◎◎◎◎ 6k0

◎◎◎◎ 4k0

河口砂州の掘削箇所
日野川

美保湾砂州掘削箇所砂州掘削箇所砂州掘削箇所砂州掘削箇所

掘削幅 W=20m 日野川

開削部美保湾 開削部美保湾
H=3.0mH=3.0mH=3.0mH=3.0mH19.10.31撮影 右岸より 河口砂州の開削部の状況

②②②②

平成平成平成平成19191919年撮影年撮影年撮影年撮影

①①①①
車尾床止車尾床止車尾床止車尾床止


